
幼児言語 における〈ヒト〉と〈モノ〉

―表現された名詞 における比較―

小 村 晶 子

1.問 題

 変 形文法 は,文 の意味 や構造 を明 らかにす るには表層構造 だけでは不十分で,深 層構造 が必要 だ と言 う

こ とを明 らか に した。表層構造 だけではわか らない文 の性質に は例 えば,〈IEXPECTED JOHN TO

LEAVE>と 〈I PERSUADED JOHN TO LEAVE>, あ る い は くJOHN IS EAGER TO

PLEASE>と<JOHN IS EASY TO PLEASE>の 間 の構造上 の相違 といっ た統 語特 性 に関 す る も

のと,〈SINCERITY MAY FRIGHTEN THE BOY>は よい文だが<THE BOY MAY FRIGHT-

EN SINCERITY>は 英 語の文 としては適格 でないといった意味素性に関す るもの とがある。

 CHOMSKY(1965)は,名 詞 の下位素性 として±ANIMATE,±HUMAN,±CONCRETE,±

COMMON等 を挙 げてい る。 先 の例文 は名詞句の有生,無 生 が文 の適格性 を左右す ることが あるこ とを

示 してい る。代名詞 の達択 の際 に もこれは重要であ る。日本語 において も,代 名詞 の選択や,述 語 との組

合せの他,存 在文 における述語 の選択な どに も名詞 句の有生,無 生が決定的に働 く。 また, こ の よ うな

EXPLICITな 例 ばか りでな く, IMPHCITな 次 のよ うな例 もあ る。柴谷(1978)は 厂山田先生 に借金が

おあ りになる」 とい う文 において 「お あ りになる」 とい う尊敬表現 が主格 である 「借 金」 を対象 とす るの

ではな く 厂山田先生」 を対象 とす る等か ら,「 ～に」の部分が有生物 の場合,存 在文ではな く,与 格 主語

をとる所 有文 であ るとい う。 もっ とも 「辰 ちゃん に恋人がいる」 とい う文 のよ うに 「～に」 とい う部 分が

有生名詞句であって も存在文 である場合 もあるので,こ れは十分条件 では ない。 この様 に名詞句 が有生 で

あるか無生であるかは9文 の解釈 に相違 をもた らし,場 合 によっては適格性 の程度に まで影響 す ることが

あるので ある。

 一 方子供に とって有 生,無 生は どのよ うな意味 を持 っているのだ ろうか。村井(1978)は 子 供 が成長 し,

周 囲 とのコ ミュニ ケー シ ョンを行 うようになるについての〈ヒ ト〉と〈モ ノ〉の異 なった役割 について指

摘 している。 まずく ヒ ト〉とくモ ノ〉の異な った役割 について指 摘 している。まず 〈 ヒ ト〉とくモ ノ〉の

大 きな違 いはその能動 性に ある。〈 ヒ ト〉は積極的に赤ん坊に働 きかけるのに対 し,〈 モ ノ〉は よ り静的

な,中 性的な刺激価 をもつ と考え られる。 また赤 ん坊 の与 える刺激 に対 する反応 もく ヒト〉の場 合 は複雑

で変化 に富むのに対 し,〈 モ ノ〉か らの反応 はよ り単調で機械的 であ る。子供 は基本 的に人 を通 じて外界

操作 の方法 を習得す るので あ り,モ ノは ヒ トを通 して意味 を持 っこ とが多いとい うことだ。生 後2,3カ

月 で既 に人と物 を区別 し,異 な った反応 をしているといわれてい るが(注 視,微 笑 など),こ の 場合 の人
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へ の注視 は主 にあや した り笑 いかけた りして くれ る人への注視で あ り,し か も母親 よ りも見知 らぬ人の方

をよ り多 く注視する―新 奇性に引かれ る一 ことと,あ や され なけれ ば注視は しない とい うこ とは,人 をそ

の能動 性 ゆえ,よ り注 目するが,ま だ物 との分化が不 十分で 自 らの よ りどこ ろ,自 分 の世界 として人の世

界が意味づ け られていないのではないか と推測 され る。

 その後6ヵ 月頃 よ りリーチン グ(腕 をのば してモ ノを取 ろ うとす る行 為)が 盛 ん になって,注 視 も人に

対 してよ りも物に対 して多 くなる。このころには人見知 りとい う現 象が現れ始 め,母 親 に対す る愛着 およ

び見知 らぬ人に対す る警戒や叫喚が頻繁 に生 じる。 ヒ トとモ ノとの区別 が確立 して くる と共に,そ れ まで

とはヒ トの もつ意味 が変わ って くるのである。10,11カ 月 頃には発声 によ る要求 ・情報等の意図表出の

対 象 としての人 が確 立す る(武 井他,1981)と い うことであ る。 このころに対物注視 よ りは少ないが(1

/4程 度),母 親 注視 が―旦増加す る。 これは指 さ しが出現 し, 「母 親 を見なが ら物 を指す」 とい う行動

が増加 するためである。 いわ ゆる三項関係 といわれ るものであるが,一 旦成立 し確立 した後は再び母親注

視 は低下 している。母親一 ヒ トー との関係が当然 のこととして前提 され,い ちい ち人の注意 を確認す る必

要 がな くなるためで あろ う。三項 関係 には物 を介 した子 一大人 の結びっ きと,人 を介 した子 一物の関係 と

があるわけだが,子 供の発達 に とって重要で本質的 なことは後者 である。 この関係の確 立が1歳 以降の言

語習得 の必要条件 となるので ある。

 筆者 はこれ まで言 葉の形態的 な発達 についてい くつかの考奈 を加 えて きた が,今 回それ らを合 わせ,大

人 の文法 にお いて も子 供の発達 に とって も欠 くことのできない名詞 の有生 ・無生一典型的 には ヒトとモ ノ

一 とい う側面か ら子供の言葉 の特徴 の一端 を明 らかに した いと思 う
。

2.方 法

 使 用 した デー タは2名 の幼 児の オーデ ィオテープによる自然発話記録 であ る。被験児は男 児1名(T児

とする)・ 女児1名(MY児 とする)で,1～2週 毎 に各60～90分 の 観察 を行 なった 。 ここで取 り扱 うの

は2語 文開始か ら 「基本的文習得 の時期」1)(小 村,1978,1979)及 び その後それ と同 じ期間 とい う基準

で ある。前者 を(1),後 者 を(Dと す る。T児 では(1)1:4(篇1歳4ヵ 月 。以 下 同 じ)～1:9,(∬)1:

10～2:3の そ れぞれ6ケ 月間である。MY児 の場合は,発 達がかな り早 く(1)は1:4～1:7の4ヵ 月であり

(皿)も4カ 月 とす る と1:11ま で となってT児 との アンバ ランスが大 きいので1:8～2:0の5ヵ 月間

とす る。本 稿では変化 を更 に細 か くみるた めに(1)を 前 後2期 に区分 した(IA・{B)。 各 々の月齢 ・

記録 時間は表1の とお りである。

 分 析 の方法 は子供 の発話の うち比較的使用数 の多い統語 ―意味関係2)(以 下SSRと す る。表2)に 使

用 され た名詞 句 を次の5つ の意味 クラスに分類す る。 それは〈 ヒト1>(身 近 な人。 自分 ・両親 ・調査 者),

〈 ヒ ト皿〉(そ れ以外の人。 「おかあ さん」 「お じさん」 とい った人間関係 を表す語,「 王様」 「お医者

さん」 とい った職業や身分 を表す語 も含む),〈 動 物 〉(実 物以外にぬい ぐるみ ・絵本 の動物や人形 も含

む),〈 モ ノ〉(具 体物),〈 そ の他 〉(抽 象的 な語 ・位置語 ・関係 的な意ﾘを 表す語)で ある。使用数
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表1 月齢と記録時間(分)

T児 MY児

(星A) 1 :4～1 : 6 720分 1 : 4～1 : 5 510分

(IB) 1 :7～1 : 9 660 1 : 6～1 : 7 525

(皿) 1 :10～2 : 3 1000 1 : 8～2 : 0 1195

計 2380 計 2230

表2 統語 一意味 関係(SSR)リ ス ト

記号 統語一意味関係

A 動作主(ガ)動 詞文主語

so 対象格(ガ)動 詞文主語

0 対象格(ヲ)動 詞文目的語

G 目標格(二)

E 名詞文述語名詞

LO 対象格(ガ)存 在文主語

N1 所有表現第1の 名詞

N2 所有表現第2の 名詞

の多いSS―Rに は存 在表現 の位置 語 もあるが,こ れ は 厂コ

コ」 「アッチ」 等の代名詞 が大部分 であ り,普 通名詞 はわ

ず かである(小 村,1981a)の で こ こでは省略 した。

 対 象 とした発話は動詞文 については多項文か,1項 文 で

も格助 詞のついた発話 である。名詞文は 「コ レ(ハ)+名

詞 」 「名詞+コ レ」 とい う形 のみ を対象 とした。それ は子

供の場合それ以外(「 ～ハ コレ」 「NハN」)が わずかで

あ るこ と,後 半 にみ られ る 「コレナニ」は かな りパ ター ン

化 してお り,ま た ヒ ト―モノとい うテーマ には直接 関係 し

ないためである。所有表現は正確には 「名詞に よる名 詞修

飾表現」 とでもい うべき もので狭義の所 有表現 のほか様 々

な意味 を表すrNのN」 を含んでいる。 これ は小村(1981

b)で ① 使用数 は異 なるが獲 得の プロセスは同 じであること,②(Dに はN1(「NのN」 の第1の 名詞)

は く ヒ ト〉,N2(第2の 名詞)は くモ ノ〉とい う形 が中心 であ り,そ のN1の 多様化 と, N2の 多様化

及 び意味の広が りとは時期 的に一致すること,③ 狭義 の所有表現のN1は 有生物 が多 く,他 の 「NのN」

は無生物や関係的 な語 と言 うよ うな使 い分 けがな され てお り,意 味の相違 はN1, N2各 々 の個別の素性

や環境 によって結果 として決 まって くるものではないかと思われ ること― とい う理 由で,統 語的 にも意味

的に も質的な相違 はみ られ ない と考 えるた めで ある。

3.結 果

 SSRご との名詞 の意味 クラスの使用頻度は表3・ 表4・ 図1の とお りである。両児 とも意味クラスの使用頻度 に

は大きな偏 りがみ られ,SSRを 特 徴づけている。それ は初期 ほど著 しい。 T児 の 揚 合Aは(IA)で 全

12例 中 く動物 〉が75%(9例)を 占め,そ れに〈 ヒ ト皿>2例 を加 えると11例(92%)と 大 部分 が有

生物 である。 しか し典型的 有生物 である〈 ヒ トi>は み られない。(IB)も(且)も 有生物 が92%と 大 部

分 であることは変わ りないが,(IA)で は全 くみられなかったく ヒ ト1>が(IB)で10例(有 生物

中43.5%),(且)で43例(全 体 の41.7%,も っ とも多い意味 クラス)と,後 になるほ ど増加 している。
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表3 T児 のSSRと 意味 クラス(時 期別)

A SO 0 G E LO N1 N2 計注

<ヒ ト1> 7 21 28

(IA) 〈 ヒ ト 皿〉 2 2 2 6

〈動 物〉 9 9 18

〈 モ  ノ〉 1 5 3 9

〈その他〉 1 1

計 12 1 7 21 21 62

<ヒ ト1> 10 2 2 62 76

(IB> <ヒ トH> 2 2 1 11 6 22

〈動 物 〉 11 3 1 7 10 32

〈 モ  ノ 〉 2 4 37 4 4 21 1 14 83

〈その他〉 5 5

計 25 4 40 11 7 31 84 20 218

〈 ヒ ト1> 43 1 4 1 3 7 90 149

(皿) <ヒ トH> 28 1 2 5 12 35 69 140

〈動 物〉 24 4 21 30 48 46 6 179

〈 モ  ノ〉 8 57 163 36 35 60 6 55 400

〈その他〉 8 16 63 11 27 115

計 103 71 204 102 73 127 188 157 983

<ヒ ト1> 53 1 4 1 5 16 173 253

計 〈 ヒ ト 皿〉 32 1 4 7 15 46 75 168

〈動 物〉 44 4 24 31 64 56 6 229

〈 モ  ノ 〉 11 61 200 40 44 84 7 69 492

〈その他 〉 8 16 69 11 27 121

計 140 75 244 114 87 179 293 177 1263

注 。 所有表現 と他 のSSRの 重複 を除 く。

〈 ヒ ト皿〉も(ll)で27%と か な りの割合 を しめ,動 作 主の性格が明確 にな って きてい る。 S Oと0は 大人

の文法 では主語 と目的語 と全 く異なる統語的性格 を持っが,意ﾘ的 には同一 の性質 を持つ。子供 の場合,

使 用数 は0の 方 がず っと多いが,使 用 された意味 クラスは よく似 ていて(置A)で ゼ ロ, (IB)～(皿)

ではくモ ノ〉中心,〈 動物 〉くその他 〉が10%位 ず つ となっている。 Gは や は りそ の性格 か らくその

他 〉(「 ココ」等 の位置語)が 半数以上 を占めている。Eは(1)で は 〈モ ノ〉が過半数 を占めて いるが,

(のに はい ると多様化 し,い ろい ろな ものが名づけ られているこ とがわかる。LOは 初 期 と後 期 とで相違
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表4 MY児 のSSRと 意 味 クラス(時 期別)

A SO 0 G E 1.O N1 N2 計注

<ヒ トi> 5 96 101

(1A) 〈 ヒ ト 翌〉 1 3 11 15

〈動 物〉 3 2 10 4 19

〈 モ  ノ〉 1 3 1 3 19 24

〈その他〉 1 1

計 9 1 3 1 3 13 103 30 160

〈 ヒ ト1> 32 3 1 142 178

(IB) 〈 ヒ ト 扛〉 6 6 4 22 38

〈動 物〉 6 1 6 1 6 5 2 ?7

〈モ  ノ〉 1 10 45 6 5 11 2 74 132

くそ の他 〉 5 1 1 7

計 45 14 52 1! 6 23 154 99 382

<ヒ ト1> 166 3 6 3 2 468 648

ω 〈 ヒ ト 皿〉 12 2 7 24 101 137

〈動 物〉 23 2 26 3 20 17 22 19 124

〈 モ  ノ 〉 3 59 312 59 74 53 2Z 1!1 650

〈その他〉 2 53 59 4 17 27 157

計 204 66 397 !21 !03 74 553 318 1716

<ヒ ト1> 203 6 7 3 2 706 927

計 <ヒ トQ> 19 2 13 31 134 190

〈動 物〉 32 3 32 3 23 33 31 21 170

〈 モ  ノ〉 4 70 360 65 80 67 24 264 806

〈その他〉 2 53 65 4 18 28 165

計 258 81 452 133 112 115 810 447 2258

注 。所有表 現 と他 のSSRの 重 複 を除 く。

がみ られ る。(1A)で はくモ ノ〉は少 な く,〈 ヒ ト 墨〉が く動 物 〉 とと もに 多 く使 われ てい るが,

(lB),(の で は逆 にくモ ノ〉が増 え,〈 ヒト1>は 少 な くな ってい る。全体 としては,Eと 同様様 々な

意味 クラスが表現 されてい る とい える。所 有表現 ではN1は 有 生物(特 にくヒ ト1>), N2は 〈 モ ノ〉 と

〈 ヒ ト且〉(人 間関係 を表す語が多い)が 多い。以上 を合計 した ものでみる と,(lA)で は 〈 ヒ ト1>

〈動 物 〉〈モ ノ〉の順で あったのが次第 にくヒ ト1>が 減 り,逆 に〈モ ノ〉が増 えてい る。 (の で はくモ

ノ〉が40%,他 の4つ の意味 クラスはほぼ同程度 の生起率で ある。
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T児(男) MY児(女)

所有表現 と

他のSSRの

重複を除く

〈ヒ日冫くヒト置〉〈動物 〉 〈 モ ノ〉 〈他 〉 〈ヒ ト1>〈 ヒ ト置×動 物 〉 〈 モ ノ〉 〈他 〉

図1SSRご との意味 クラスの生起率(時 期別)
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全体 としてT児 の発達は

1)(IA)で は1つ のSSRに 現 れ る意味 クラスが少な く偏 りが大 きい。(IB),(皿)と 進 む にっれ

て平均化 の方向へ変化 している。

 2)た だ しAとLOで は 少 し様子が違 っている。Aは(IA)で は く動 物 〉が75%を 占 め,(IB),

(丑)と進 むにつれその占める割合 が低下 し,<ヒ トI>が 優 勢にな っている。 後 に な るほ ど動作 主格 とし

て の特 徴 が明確 になっているといえる。LOの 場合 は(IB)・(皿)で はくモノ〉が50～60%を 占め,〈 ヒ

ト〉は〈 ヒ ト1>・ 〈 ヒ ト皿〉 とも数%ず つであるのに,(IA)で は く ヒ ト1>が1/3使 わ れてい る。

存在表現 は(Dで は動詞 の形 は 「ア ッタ」 「ナ イ」幼 児語の 「ナ イナ イ」 で,「 い る」 の系統 はゼ ロである。

(皿)になってく ヒ トi>+「 い る」等 の形が現 れ始 め る。(IA )の く ヒ ト1>〈 ヒ ト皿〉 は,主 語 の

ない発話 も含め,総 て 「～ どこP」 「～ はP」 に対 する返答の形 をとってお り,し か も(IA)(1:4

-1:6)の うち!:4～1:5
,1週 までに集中して現れている。1:5か らはくモ ノ〉やく動物 〉に自発

的 な発話(会 話 の応答 ではあ って も 「強制 」 された発話 ではない)が 現れ始 める。

例 。1)(玩 具 のバ スで遊 んでいて)

    大人:落 ちた一。ないね一。

    T児:コ コー

2)大 人:キ ュー ピーちゃん とおはよ うした?

  T児:ピ ッピチャン コ コ

以上のこ とか らLOの 初期 の くヒ ト〉はかな り特殊な ものであって, T児 の言語発達 の 自然 な流れ の中で

出て きた ものではないと考 え られ る。

 3)存 在 表現 は(Dで は 「～ココ」 とい う形 が多いが,こ れは意味的 に 「～ コ レ」と同 じ様 に使われてお

り,存 在の場所 を表 す とい うよ りは 「原初的名指 し表現」 とで もい うべ き表現 で ある(小 村,1981a)。

そ こでLOとEを 較 べ てみ る と,(IA)のLOは 別 とす ると,他 は大体同 じ傾向 を示 している(モ ノ〉

動物 〉 ヒ ト聾〉 ヒ ト1)。

 4)合 計数で は〈 ヒ ト1>が 優 勢 な状 態か ら〈モ ノ〉優位へ と変化 している。〈モ ノ〉の増加 は0の 出

現 とその増大 によるところが大 きい。0で はくモ ノ〉が80～90%を 占 めて いる。これ に対 し,〈 ヒ ト1>

の多 くをにな ってい るのはN1で あ るが, N1に 占 めるく ヒ ト1>の 割 合 は(IA)で は100%だ が,次

第に低下 し,(皿)で は50%を 割 ってい る。(皿)お よび(D(ll)の 合 計数 ではく ヒ ト亜〉を加 え て も〈モ ノ〉

には及ばない。そ もそ もくヒ ト〉 を主 に とるSSRはAとN1の2つ で ある。 一方 くモ ノ〉を中心に取 る

SSRは0の 外SO, LO, E, N2と 数 が多い。 Gも く モ ノ〉と位置語 の両方 をとってい る。従 って総数 か

らみてく モノ〉の方 が多いのは当然 とも言える。

 次 にMY児 で あるが,大 体 の傾向は 丁児 と共通 している。例 えばSOと0は 〈モ ノ〉が中心 であ り,

(IA)に はわずか であ ると言 う点, Gは(IA)で は1例 で あるが,(IB)・(ll)で は くそ の他 〉が

半数,残 りは〈モ ノ〉が大部分で ある点,N1は く ヒ ト1>中 心, N2は く モ ノ〉中心 で人間関係 のく ヒ
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ト且〉がそれ に次 ぐ等 である。異なる点 としてはAが(lA)か らく ヒ ト1>が 半 数 を占め,(IB)～

(皿)と増 え続 けているこ とである。有生物 がほ とん どとい う点 はT児 と同 じである。LOとEは 〈モ ノ〉

が多いが,他 の意味 クラスもかな り出てお り,い わば両刀使 いである。

全体 としてみ る と,

1)丁 児が後 になるにつれ て意味 クラス数 が増え,平 均化 してい るのにたい し,む しろ特定 の意味 クラ

ス(<ヒ ト1>か く モ ノ〉)が 増加 して,い わば特殊化 する傾向 を持 ってい る。 た とえばAで はく ヒ ト

1>が(lA)→(IB)→(誣)と 増加 し, LOで は 〈モ ノ〉が増加 している。Eで も〈モ ノ〉 が70

%を 占 めてお り,N1で は く ヒ ト1>が 多 少減 ってい るとはい え,(五)に おいて も85%ま で 占めている と

い うよ うに。

 2)LOとEを 比較す る。 丁児の場合は一貫 してLO>Eで あ ったが, MY児 で は(Dで はLO>Eだ

が(恥 ではLO〈Eで ある。名詞 の意味 クラスの点では良 く似 てい て,〈 動物 〉は(IA)で も っとも多

く,(lB)・(の で も重要 な位置 にある。(lA)で は少なか ったくモ ノ〉が(lB)～(mと 増 えて

いる。(IA)で は この2つ の意味 クラスしかみ られ ない。異 な っている点 はく ヒ ト皿〉である。Eで は

(ll)に2例 見 られ るだけだが, LOで は(IB)で6例(26%),(皿)で7例(8.9%)あ り,(IA)で

多 かったく動 物 〉を 「押 しの けて」 いるかのよ うであ る。

例。1) 「マ ー ブチャ ン ナ イ」(友 人の名)

  2) 「ア カチャン イ タ」

  3) rオ バ チ ャン イ タ」

MY児 の存在表現 の位置 語は,(IA)で は 「ア ッチ」(IB)で 「ココ」にな っているが,2語 文 は(D

には ほ とん ど見 られ ない。(小 村,1981a)で は(lA)で は 未分化な方向表現,(IB)で 意 味的 に

は存在表現 となるが,形 態的 に も存在表現が確立す るのは(Il)であるとした。すなわ ち(Dで の 存在表現2語

文 は大部 分が 「アル」 「ナイ」 とい う述語 と結 びついたものであ る。名詞 文 と存在表現 の形態上 の違 いが

使 われ る名詞 の違 い を生み出 したのであろ う。

 3)合 計数 でみる と,丁 児 と同様 くヒ ト1>優 位か ら〈モノ〉優位へ と変化 しつつあるこ とが分かる。

ただ しこの傾向はT児 よ りは弱 く(Dで ゃ っと〈ヒ トI>と くモ ノ〉とが同数 にな ったにすぎない。 (D～

(皿)を通す とまだく ヒ ト1>の 方 が多い。<ヒ ト1>を に な うSSR-AとN1一 が 多いためである。 特

にN1は(IA)で す でに103例((IA)の64.4%。 丁児の(IA)で は33.9%),ω で も32.2%を

占 める(T児 の(H)は19.1%)。 しかもそのN1の 中 に占めるく ヒ ト1>の 割 合 が圧倒的 に多い 。 Aに つ

いて もく ヒ ト1>は 後 になるほ ど増 え,平 均で も78 ―7%で あ る。 この2つ の理 由でくモ ノ〉がEやLOに

お いて大幅 に増 えているに もかかわ らず,<ヒ トi>よ りも多 くな っていないので ある。

4.考 察

1)こ れ まで見 て きた よ うに各SSRに は意味 クラスとい う点 では っき りした特徴 があ る。 ここで取 り
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扱 ったSSRの 中 ではGが くそ の他 〉(位 置語)を 多 くとるほか はすべて 〈 ヒ ト1>か 〈モ ノ〉 かが 中心

になってい る。そ こで この2っ の意味 クラスだけの生起率 をSSR毎 に見 ると(図2), SSRは 〈 ヒ ト

1>が 中心的 な意味 クラスの もの とくモノ〉が中心的 な意味クラスの ものに分 け られ ることがわか る。 こ

れ をそれぞれ 〈 ヒ ト〉系 ・〈モ ノ〉系 と呼ぼ う。そ うす ると位置語 ・方向語 の多いSSR(例 え ば こ こで

省 いた存在表現 の位置語LL)は く トコロ〉系 と呼ぶ ことがで きる。 〈 ヒ ト〉系はAとN1,〈 モ ノ〉系

はそれ以外のSSRで あ る。 Gも 〈 その他 〉と ともにくモノ〉 も(IB)か ら多 く使 われ てお り,<ト コ

ロ〉系 とばか りはい えない ようであ る。

 2)子 供 の発話 の中でかな りの部 分を占めているの にこれ まで触れ なかった 〈動物 〉につ いて考えてみ

よう。この中には実物 の動物 を始 め,ぬ い ぐるみ,人 形,絵 本 の動物 を含 めた。従 って有生物 と無生物 の

両方の性 質 を持 つ。実際 には実物 の動物 よ りもぬい ぐるみや絵本 の動物についての言及 の方が多 いdAは

「意図的 な動作 の主体」(柴 谷,1978)「 自 ら動作 を起 こす有 生名詞 句の格」(井 上,1976)で あ り,

定 義的に も有生物 である。子供 の場合 も〈動物 〉は現実には動 かない場合 が多いが,動 くもの として とら

え られた上 で 「マ ンマ スル」 とか 厂ネンネスル」等の発言があ るわけであるか ら,有 生物 として取 り扱わ

れている。またN1も 子 供 の場 合〈 ヒ ト1>を 始 め とする有生物 の とるSSRと して位置 づ け る こ とが出

来る。0やSOやGに 少ない とい うこともうなづける。ただ0とSOに は10%前 後 使 われ てい る場合 も

あ り,特 に0で は く ヒ ト1>よ りか な り多 く使 われ てお り,<ヒ ト1>よ りは〈モ ノ〉に近 い面 もみせて

<ヒ ト1> 〈 モ ノ〉

丁児 MY児

図2 SSRご との〈ヒ ト1>〈 モ ノ〉の生起率(通 算)
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い る 。

 で はEとLOは ど うで あろ うか。 両者 とも定義上は無生物 とも有生物 とも決め られ ないはず であるが,

事 実は〈モノ〉の方が多 い。名詞文 「コ レ～」は,意 味的には物 の名称 を指摘 する場合(名 称文)と,「 コ

レ～ ノ」 と所有者 を指摘す る場合(所 有者文)と がある。所有者文 のばあいはEの 意味 クラスはN2の そ

れになるのだが,こ れ は〈モ ノ〉が多い。名詞文 に占める所有者文 の割合 は 「コ レN/N」 、も含 め てT児

で20%,MY児 で は57.1%に 上 る。 これ を除いた名称文 におけ る名詞意味 クラスの状 況 を見 る とT児

ではやは りくモ ノ〉が半数以上 であるが,MY児 は(IA)で す べて〈動物 〉,(IB)・(皿)で は 〈動

物 〉 とくモ ノ〉とが約 半数 ずつ にな っている。

 Loの 方 も両児 ともくモ ノ〉につ いでく動物 〉が多い。 LOとEは く ヒ ト1>が 殆 どな く,〈 モ ノ〉が

半数 を占めてい るわ けであるか ら,定 義上は ともか く,子 供 の場合 には〈モ ノ〉を表す表現 といえるであ

ろ うし,そ の場合 く動 物 〉もくモ ノ〉に近い扱 いにな っているとい えるのでは ないか。〈 ヒ ト1>で あれ

ば身近 な人で あ り,存 在が前提 され てい るのだから,わ ざわ ざ名付 けた り,存 在 を指摘す るまで もないの

である。

〈動物 〉は存在表現 の述語の使 われ方 をみて もくモ ノ〉とく ヒ ト〉(有 生物)の 中間的存在(両 者が混

じりあってい る)で あ った(小 村,1981a)が,名 詞 意味 クラスによる分析 で もそれが当てはまるよ うだ。

 3)存 在表現 と名詞 文が共にお もにくモ ノ〉を表すのに使 われ てい ることは既 に述べ た。次に所 有表現

のN1とN2に っ いてみてみ よ う。図1で 見 られ るとお り, N1は く ヒ ト1>, N2は くモ ノ〉が中心 で

ある。特 に(IA)で は もっぱ ら 「<ヒ ト1>の く モ ノ〉」 とい う形 で所有表現 がなされてい る。意味的

にも狭義の所有 がほ とん どである。所有表現 には 「N1のN2」 とい う形 と共 に, 「N1の 」 とい う短 い

形が ある。小村(1981b)で は 「N1の 」 は初期 にはrN+所 有 標識」,そ れ がrNのN」 の確 立 に伴 っ

て(大 体(の への変化 の時期)そ の縮約形 に転化す るとい う仮説 を立てた。 「Nの 」 は初期 には照合 対象 と

してのモ ノはあるが,言 語 構造 としてはN2は 持 たないとい うことである。/」・村(1981c)はrNのN」

が確立す る以前 には,N1が 核 である可能性 を指摘 した3)0い わ ば〈 ヒ ト〉を介 しての 〈モ ノ〉自体 の指

摘 とい える。 これ はMY児 とT児 を較べ ると圧倒的にMY児 に 多い。 一方 もうひ とつの〈モ ノ〉へ のアプ

ロー チである存 在表現 は,全 体 の傾向に反 してT児 の方が多 い。 これ は(IA)か らω)ま で一貫 してい

る。 丁児 を1と したMY児 の 相対発話比率は1.0～1.7が 多 い中で,所 有表現 は2.7～8,逆 にLOは0.7

であ る(表5)。 しか しこれ らは方法は違 うが共にくモ ノ〉自体 の指摘 とい うことで両者 を加 えてみ ると

ほぼ他 の傾 向 と等 し くな る(N1の 数 は全所 有表現 を表 してい るので存在表現 も表現 され なか った もの

も含めた全LOで 比 較 した)。 また個人内の各SSRの 比率 を求 める と(表6),や は りLOとN1で 両 児

は大 きく異 なっている。他 はかな り一致 している。そ してLOとNlを 加 えてみ ると全体 に 占め る比率 が

近似 して くるのである。以上か ら,存 在表現 と所有表現 は子供の場合0な どとは違 ってモノ自体 を表現 す

るSSRで あ るとい う点で共通 性 を持 ち,子 供が それ を人 を介 して行 な うか ど うかが よ り多 く採用 す る

SSRの 相 違 を生 み出すのであろ う4)0
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表5 丁児に対するMY児 の通算発話比率

SSR A SO O G E LO LL N1 N2 計 全LO N1+全LO

比率 1.7 1.1 1.6 1.0 1.1 0.7 0.3 2.8 2.7 1.7 0.6 1.4

注1)LL 存 在 表現の位置語 。図1で は省 いてある。

 2)全LO 表 現 され なか ったLOも 含 めた全存在表現。

表6 SSRの 通算生起率(%)

ssx A SO 0 G E LO LL N1 N2 計 LO-f-N1

卩

LL-FN1

T児 9.0 4.8 15.7 7.4 5.6 11.5 15.8 18.8 11.4 100.0 30.3 34.6

MY児 10.4 3.3 18.2 5.4 4.5 4.6 2.8
  i
32.7 18.0 100.0

.

 37.3 35.3
――

注1)生 起 率 はここに取 り上 げたSSR間 の みのものである。

 2)LL 存 在 表現 の位置話 。

 MY児 に 〈ヒ ト〉 を介 した所有表現 が多 く, T児 は くヒ ト〉を介 さない存在表現 が多い とい うことは二

人 の子 供 の性格や環境等 の諸条件 による。T児 はN1の 意 味 クラスやAの 数 ・意味 クラスをみて も〈 ヒ ト

1>が そ れほ ど多 くない。(皿)で はよ く平均 化 してお り,〈 ヒト1>が 特 徴 とい う感 じは しない。 MY児

で はN!もAも 〈 ヒ ト五〉が大多数 を占めてい るの と対照的で ある。MY児 は く ヒ ト1>(特 にSELF)

中心 の発話,T児 は 自己主張 がそれほ ど強 くな く他 の人や物 を視野 にいれた表現活動 が多 いとい うことで

あ る。

 4)有 生 物 を主に とるのはAとN1で あ るが,中 心 は〈ヒ ト1>で あ る。意味 クラ ス間の関係 は〈 ヒ ト

1>が 出て しば らくしてく ヒ トIl>が 使 われ るようにな り,つ いで 〈動 物 〉とい うよ うな順次的 なもので

はない。 丁児のNユ のよ うに は じめは くヒ ト1>の み とい う場合 も次 の時期 には 〈ヒ ト皿〉と〈動物 〉は

同程度 に出てい るし,MY児 のAやN1の よ うに始 め か ら他の意 味 クラ スも出て いるSSRで は や は り

〈 ヒ ト聾〉とく動物 〉の両方が出ている。T児 のAの(IA)は 少 し特殊 で あったが,や は りく ヒ ト皿〉

と〈動物 〉の両方が出てい る。 さらに これ らでは〈モ ノ〉が同時期 に出現 してい るこ とも多い。数値 の多

少はあるが,子 供の言語表現 活動 とい う点 からみれ ば9〈 ヒ ト皿〉〈動 物 〉〈モ ノ〉には質的 な差異 はみ

られず,同 一 レベルで とらえ られてい る様 に思える。<ヒ ト1>中 心 の段階 か ら関心 がく ヒ ト亜〉 ・〈動

物 〉 ・〈モ ノ〉へ と同時 的に広が っているのである。

 5)次 に大人 の発話 との比較 を部 分的で あるが試み る。T児 の(IA)(IB)(皿)か ら1セ ッシ ョン

ずつ を取 り出 して,子 供 と対話 している大人の発話のSSRと 意味 クラスを,子 供のそれ と比較 した(表

7・ 表8・ 図3・ 図4)。 丁児の ものは,1分 類項あた りの数 が極端 に少 な くなるの で1セ ッシ ョンだ け

の比率 にはあま り意味 がないが,そ れ で も全体的 な傾向は反映 され ているよ うだ。大人の発話 において も
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表7 T児 のSSRと 意 味 クラス(セ ッシ ョン例)

A so 0 G E LO N1 N2
一 計 注

<ヒ ト1> 6 6

(la) 〈 ヒ ト 皿 〉 1 1

〈動 物 〉 1 1

T18 〈 モ  ノ 〉 1 1

1:6 〈その他〉

60分 計 3 6 9

<ヒ トL> 1 ii 12

(璽B) 〈 ヒ ト 皿 〉

〈動 物〉 1 1 2

T25 〈 モ ノ〉 7 1 1 1 2 12

1:8 〈その他〉

60分 計 2 7 1 2 12 2 26

〈 ヒ ト1> 1 1 1 9 12

(丑) 〈 ヒ ト 皿 〉 5 2 1 2 10

〈動 物〉 4 2 6

T31 〈 モ  ノ〉 1 9 2 2 1 8 21

lall 〈その他 〉 1 3 4

60分 計 10 1 10 7 1 4 12 10 53

<ヒ ト1> 4.6 5.1 9.7

(皿) 〈 ヒ ト 丑〉 3.4 1.7 0.6 0.6 4.6 10.9

〈動 物 〉 0.6 0.6 0.6 1.1 4.0 6.9

T39 〈モ  ノ 〉 1.7 3.4 12.6 1.1 1.7 1.1 3.4 25.1

2:2 〈その他〉 1.7 1.1 7.4 10.3

60分

換算 計 10.3 5.7 14.2 8.6 4.6 1.7 9.7 8.0 60.0

 注 。所有表現 と他のSSRの 重 複 を除 く。

SSR毎 の傾向はみ られ るものの,む しろセ ッション(場 面)に よる違 いが大 き くな っている。 大人の発

話 の意味 ク ラスはす べてのSSRに お いて子供 のものよ りも多様 である。そ してSSR毎 で はば らつきがあ

って も,発 話全体 では各 意味 クラスの比率 はほとんど差がみ られ ない。T児 の場合 も全体 ではかな りば ら

つ きは少 な くなってお り,(1)のT39(2:2)で は大 人の比率 と実質的 には等 しくな ってい る といえ よ

う。

6)1歳 までにく ヒ ト〉 とくモ ノ〉の区別,身 近 な人(=<ヒ ト1>)と 見 知 らぬ人 の区別 を獲得 した
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表8 大 人 のSSRと 意 味 クラス(セ ッション例)

A SO 0 G E LO N1 N2 計注

<ヒ ト1> 18 1 10 29

(IA) 〈 ヒ ト 皿 〉 10 5 1 15

〈動 物 〉 16 7 1 2 10 36

T18 〈 モ  ノ〉 3 3 24 3 3 6 1 17 47

〈その他〉 1 1 5 3 1 5 11

60分

計 47 4 33 8 7 8 27 23 138

〈 ヒ ト1> 27 2 11 40

(IB) 〈 ヒ ト 皿 〉 1 2 3

〈動 物 〉 6 3 4 2 2 17

T25 〈 モ  ノ 〉 2 6 33 6 3 1 1 6 56

〈その他 〉 3 4 10 1 1 19

60分 計 36 11 40 16 7 4 15 8 135

〈 ヒ ト1> 20 2 2 2 8 34

(D) 〈 ヒ ト 垣 〉 5 2 2 2 18 a 3 18 50

〈動 物〉 25 12 3 2 13 8 19 4 82

T31 〈 モ  ノ 〉 7 34 10 6 13 11 16 91

〈そ の他 〉 4 3 13 3 3 3 27

60分 計 50 25 44 27 42 30 44 41 284

〈 ヒ ト1> 21.7 0.7 1.0 0.7 0.7 9.7 34.3

〈 ヒ トQ> 5.3 0.7 0.7 0.7 6.0 2.3 2.7 7.0 22.6

平均 〈動 物〉 15.7 4.0 4.3 0.7 6.0 4.0 10.3 1.3 45.0

〈モ  ノ〉 1.7 5.3 30.3 6.3 4.0 6.7 4.3 13.0 64.7

〈そ の他 〉 2.7 2.7 9.3 2.0 0.3 1.7 2.7 19.0

計 44.3 13.3 39.0 17.0 18.7 14.0 28.7 24.0 185.7

注。所有表現 と他 のSSRの 重 複 を除 く。

子供は1歳 なかばか ら2歳 前半 にかけて 厂自我の誕生か ら拡大 へ」 と向か う(田 中,1984)。 1歳 ご ろ

に は8カ 月 頃 の人見 知 りに も似 た現象(母 親に対す る強い愛着 と見知 らぬ人や場所 に対す る善戒)が 見

られ るが,こ れは子供が 「まわ りの環境 を新 しい視点でみは じめた」 しる しである(長 島,1977)。 この

時期 の子供に とって 〈ヒ ト1>と そ の他 の意味 クラスは心理的 に も対立す る もの として捉 え られてい るの

で ある。① の時期 にはい ると(通 常 は2歳 前後)5),大 人 との会話 が可能 になるなど6)自 我 が確定 し}

自分以外 の人 を自分 と区別 した形 で しっか りと受 け入れ られ るよ うになる。そのこ とが―方で は,自 分以
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T18

T25

T31

T39

〈 ヒ ト1>〈 ヒ ト皿〉 〈動 物 〉 〈モ ノ〉 くその他〉

図3 丁児 の意味 クラスの生起率(セ ッシ ョン例)

T18

T25

T31

MEAN

〈 ヒ ト1>〈 ヒ ト皿〉  〈 動物 〉 〈 モ 小〉 〈その他〉

図4 大 人 の意味 クラスの生起率(セ ッシ ョン例 とそ の平均)

外 の世界へ の関心 の広が りとして現れ ると,表 現 する意味 クラスの多様化 につなが り,ま た,自 己主張の

強ま りとして現 れ ると,「 自分の物」への執着 が所有表現rSELFの 」 の増加 となる。 さ らに自我の成

立は,所 有表現 にお いては 「他人の物」の理解 ・ 「NのN」 の意味 の多様化 と しても現れ ている(小 村,

1981b)。 こ のよ うに言語発達にはその時点での子供 の精神発達 が反映 され ているのであ る。

5.ま と め

 ① 〈ヒ ト1>と く モ ノ〉が もつ とも多 く表現 され る意味 クラスである。両者 は相補的な分布 を してい

る 。

 ② 〈ヒト皿〉は周辺的な有生物である。〈動物〉は無生的な分布と有生的な分布の両方を示す。後者

の場合くヒト皿〉とよく似たふるまいをする。

③<ヒ ト1>と 他 の有生物 とは初期 にははっき りした相違が ある。 これ は2歳 を過 ぎると小 さ くなる。

④ 合計数 ではく ヒ ト1>優 位 か らくモ ノ〉優 位へ,そ して平 均化へ と向か う。大 人の場合 にはSSR

毎 の 意味 クラスの使用頻度 にはば らつきはあ って も合 計では大体平均 してい る。子 供の場合それに近 づ く

傾 向が2歳 過 ぎに見 えは じめてお り,こ れはSSR数 の 増加 と軌 を一 にす るもの である。
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 ⑤ SSRの 特徴のうち所有表現 と存在表現は,ア プローチの方法は異なるが〈モノ〉の指摘とい う共

通の機能を持つ。

 ⑥ 名 詞文 も子 供の場合 くモ ノ〉の指摘 に使われ るが,「 コレ～」 とい う 「名称文」 のほ か,「 コ レ～

ノ」 と所有者 を主張す る文(所 有者 文)が ある。やは りくモ ノ〉の異 なった視点 か らの表現 とい える。

 幼 児に とって く ヒ ト〉とくモ ノ〉とはその持 っ意味が大 き く異 な り,そ れは言語行動 の上 に も現 れてい

る。初期 において ヒ ト(身 近 な ヒ ト)は 行為 の為 し手であ り,モ ノの所有者 である。モ ノは ヒ トとの関連

でい えば行為の受 け手で あ り,所 有 される ものである。更 に どこかに存在 した り,名 称 を持 つ と言 う性質

のものである。名称文 ・所有表現 ・存在表現 は形態は異なるが,モ ノその ものへの言及 とい う点 で共通 の

働 きを持 つ表現 である。

 〈 ヒト〉の 中で も身近で ない ヒ トはく動物 〉 とともに本来 は無生物 ではないが,表 現上 は身近 な ヒ トと

対立す る傾向 が初期 にみ られ る。2歳 を過 ぎる とこの現象 は解消 し,意 味 クラスとい う点 ではお とな と子

供 の相違 はほ とん どみ られ な くなる。これは子供 の自我発達 の反 映であ るといえ よ う。

注

1 「基本的文習得 の時期」 とい うのは動詞文の意味関係やモダリティーについての考奈の中で出てき

た概念 で,そ の特徴 は数 少 ない意味関係(=基 本意 味関係。動作主 ・対象格 ・目標格 ・存在文の主語 ・存

在文 の位置語)を 高い頻度 で使 う。格助詞は余 り使 われない。モ ダ リテ ィー部では, 〈 す る〉〈 した 〉

〈 しちゃった〉〈 して 〉〈 して る〉(〈 しない〉〈 しよ う〉)(e主 要動詞型)が ほぼ決 まった順序で生

じて くる。その後 ここで言 う(の には多様な意味関係 が数 は少ないが,多 く助詞 を伴 って,短 期 間 に現 れ

て くる。モダ リテ ィー部では動詞型 の多様化 と構造化が行われて ゆ く。(1)は 所 有表 現 ・存 在表現そ の他

か ら考えても2語 文が主で意味的に も統語的に も十分構造化 され ない,ヨ チ ヨチ歩 きに も相 当す る過渡的

な段階 であ り,こ の時期 のみの独特 な性質 を持つと思われる。天野(1976)は 初 期文法 と呼び,「 統辞意

味論的 ないくつかの初歩的 な クラスが形成 された として も,も っとも形成 され やす い名詞 において も,ま

た文法的 な 『品詞 』 として の名詞 は この時期 には形成 されない。」 と述 べてい る。

 2 統語 ―意味 関係(SSR)と は,幼 児言語 の特徴 を細か くみ るために単― の基準 を設 けず,主 語 ・目

的語 とい った統語 クラス,動 作 主 ・対象 とい った意味関係,所 有 表現 ・存 在表現 とい った文 タイプに よる

分類等 を総合 した呼 び名 であ る。

 3 初期の子供の所有表現には次の例のように大人ならば 厂名称」で表現する所 をN1で 表現する場合

がある。

T15(1:6)(Fの 鍵)こ れ な にP       トー チャンノ

T22(1:7)(1の 衣 服)こ れ な にP      ネ ー チャン

T27(1:9)(Mの 持 ち物。 いい もの見つけた とい う感 じで)

                        クル ノ(SELF) ア ッ ター!
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T28(1:9)(Iの 万年筆)こ れ なに2     ネーチャン小

      ね一ちゃんの なにa         ジジ

T28(1:9)(ス リッパ)            ツ クル ノ トッテキテ

      つ くるの な に とって くるのa    ア カ イ ロ トッテ クル ノ

MY 22(1:4)(1の 鞄 を蹴 飛ばす)な に け とばしてんのP

                         オ カ ァサ ンノ

MY 23(1:4)(牛 乳を見て)          アッター

      あったPな に あったP       オカアサンノ

      牛乳ね一 ないない しとこうね     オカアサンノ

      みおちゃんのはP          ミオチャンノ

       (帽子 を指す)

MY 23(1:4)み お ちゃんの な に さが して るの? ミオ チ ャンノ

      な に これ2           ミオ チャン ノ

この時期 の子 供に とって ものの名前 はものの属性の一 つとい う指摘 があるが(ヴ ィゴッキー,1956),所

有 者 も同様であ り,子 供 は場合 によって どち らか を選択す るのであろ う。 丁児の例では 「アカイロ」 とい

う表現 も同時 に使 われ ている。

 4.所 有 表現 と存 在表現 は大 人の文法 において も深 い関連 がある。柴谷(1978)は,<辰 ち ゃんに恋人

があ る〉 はく 山田先生 に借 金 が お あ りになる〉と同 じく与格主語 をとる所有 文であ り,〈 辰ちゃんに恋

人がいる 〉は主格 主語 をとる存在文であるとす るが,意 味的 には両者 はほ とんど同義 である。 また,多 く

の ヨー ロッパの言語 において存在文が 「持つ」 を意味す る語 を使 って表 され るこ ともよ く知 られ ている。

例 えば,フ ランス語 ・スペ イン語 ・イタ リア語 ・南部 ドイツ語 ・セル ビア語 ・ブル ガリア語 ・近代 ギ リシ

ァ語等(イ ェスペルセ ン,1924)。 逆 に ロシア語 の〈y MeHR～ 〉 のよ うに所有表現 を存在表現

の形で表す言 語 もあ る。英語 の〈This room has no window.〉 は 意ﾘ的 に は存在文 であ り,主 語 の

Animacyが 所 有文 か存在文 か を決め る点 では先に挙げた日本語 の例文 の場合 と同様 である。

 5.T児 もMY児 も2語 文が1:4で 出現 しているが,こ れは一般 的な言語発達 に較べてか な り早 い。

大久保(1967)で も1:6で あ る。そ もそ も言語発達研 究の対象 となった子供 は,そ うでない子供 よ りも

大人か らよ く話 しか けられ,関 心 を持 たれ,注 目され てい る。従 って平均的 な発 達よ りも早 くなる傾向が

あると思 われ る。天野(1976)で は,1歳 後 半～1歳 終 わ り頃 は 「前文法的 結合 の段階」(2語 文 の前段

階)と し, 「初 期文法形成 の段階」は91歳 末 ～2歳 と している。

 6.村 井(1970)は 会 話 の発達 につ いて 厂1:11ま で はひ とりごとの方 が多 く,1:10か ら は 会 話

状況 の発声 の方 がひ とりごとよ り多 くな り,ひ とりご とは1:11以 後,急 速に減少 してい く。」 「1・11

・に なる と比較的長 い会話 が可能 になる。」 と述べている。1:11と い うのはこの子供 の場 合ここで言 う

(皿)に入 った時期 と考 えられ(小 村,1979),こ こでも言語発達 と精神発達 の一般 的 な関連性 を示 して い
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る 。
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